
平成２６年度公共事業再評価諮問地区「継続」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

 

事 業 名 

（路河川等名）

道路整備交付金事業(防災・安全交付金) 

一般県道 佐賀環状東線 

継続理由 本路線は、佐賀市東部において国道３４号と国道２０８号を

南北に結ぶ重要路線である。 

当該箇所は、沿線に大型ショッピングセンターがあり、平成

１８年１１月に、二期オープンしたことから交通量は増加傾向

にあるとともに、事業の必要性に変化が無く、現在も依然とし

て交通の円滑化と交通安全の確保が出来ていないことから、引

き続き事業を継続したい。 

 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝ ６３．０億円 

・走行費用短縮便益 ＝  ３．０億円 

・交通事故減少便益 ＝  １．８億円 

       合計 ＝ ６７．８億円 

 

【 費用 】 

・事業費      ＝ ２５．２億円 

・維持修繕費    ＝  ０．５億円 

       合計 ＝ ２５．７億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝ ６７．８／２５．７ 

          ＝ ２．６ 

 

備  考  
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様式２  

平成２６年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成２１年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等)
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

６ 
 
 

再評価 
時点 
 
 

 
地域活力基盤創
造交付金事業 
 
一般県道 
佐賀環状東線 
 
事業主体：県 
事業地：佐賀市
巨勢町 
 
 

 
本路線は、佐賀市東部に

おいて国道３４号と国道
２０８号を南北に結ぶ重
要路線である。 
 計画区間には、主要渋滞
交差点である牛島宿及び
枝吉東交差点があり、自動
車交通に支障を来してい
る。   
また、付近にある巨勢小

学校と北川副小学校への
通学路であり、市内高校へ
の自転車通学者も多いが、
幅員が狭いため、通学時に
おいても非常に危険な状
況となっている。 
以上のことから、現道拡

幅（４車線化）及び自転車
歩行者道の整備により、渋
滞解消を図り交通の円滑
化と交通安全の確保を図
る。 

 
全体事業費：22.0億円 
 
工期：H12～H25 
 
事業内容 
 延長 L=760m 
 幅員 W=25.0(13.0)m
 
改良工 L=760m 
橋梁工 N=1橋 
舗装工 L=760m 
測試 １式 
用地補償 １式 

 
 
 

 
H20末進捗率：約26% 
（事業費ベース） 
 
（年平均進捗率 3%） 
 
○用地補償は6割完了 
 
 
 
 

 
・交通量の増加 
H9    17,835台／日（基準） 
H11   20,758台／日（1.16） 
H17   19,529台／日（1.09） 
 
沿線に大型ショッピングセ

ンターがあり、平成18年11月に
は二期オープンしたことから
更なる交通量の増大が予想さ
れる。 
 
 
 

 
事業採択時と

比較して大きな
要因の変化は見
られない。 
 
B/C＝3.1 
 
 
 

 
（コスト縮減） 
・再生資材の利用
促進を図ってい
る。 
 
・工事で発生する
残土を盛土等に流
用する。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 
 
 
 
 
 

 
事業採択後10年
経過のため再評
価 
 
 
 

 
継続 
 
（理由） 
事業の必要

性に変化が無
い。 
現在も、依然

として交通の
円滑化と交通
安全の確保が
出来ていない
ことから、引き
続き事業を継
続したい。 
 
 
 
 

現時点 
 
 

 
道路整備交付金
事業 
(防災・安全交付
金） 
 
一般県道 
佐賀環状東線 
 
事業主体：県 
事業地：佐賀市
巨勢町 
 

 
同上 

 
全体事業費：25.0億円 
 
工期：H12～H31 
 
事業内容 
 延長 L=760m 
 幅員 W=25.0(13.0)m
 
改良工 L=760m 
橋梁工 N=1橋 
舗装工 L=760m 
測試 １式 
用地補償 １式 

 
H25末進捗率：約58% 
（事業費ベース） 

 
（年平均進捗率 4%） 
 
○用地補償は9割完了 
 
 
 
 
 

 
・交通量の増加 
H9    17,835台／日（基準） 
H11   20,758台／日（1.16） 
H17   19,529台／日（1.09） 
H22  20,002台／日（1.12） 
 
沿線に大型ショッピングセ

ンターがあり、平成１８年１１
月に、二期オープンしたことか
ら交通量は増加傾向にある。 
 
 
 

 
事業採択時と

比較して大きな
要因の変化は見
られない。 
 
B/C＝2.6 
 
 

 
同上 
 
 

 
再評価実施後5年
経過のため再評
価 
 
 
 

 
継続 
 
（理由） 
事業の必要

性に変化が無
い。 
現在も、依然

として交通の
円滑化と交通
安全の確保が
出来ていない
ことから、引き
続き事業を継
続したい。 
 

理由等 
 
 

 
交付金制度の

変遷による 
 

 
 
 

 
・既設道路部の舗装構成
がオーバレイにより想
定より厚くなっており、
撤去・処分費が増加し
た。 
・工期は用地取得の遅れ
から6年延伸した。 
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